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９
人
が
同
一
名
称
で
応
募

名
称
は
、
多
く
の
人
に
末
永
く
愛
さ

れ
る
公
園
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
公
募

し
ま
し
た
。
市
内
に
在
住
か
在
勤
、
在

学
し
て
い
る
１
９
３
人
か
ら
、
延
べ
２

３
８
点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。今

回
採
用
さ
れ
た
「
あ
や
パ
ー
ク
」

に
は
、
最
多
と
な
る
９
人
が
応
募
。
誰

も
が
覚
え
や
す
く
、
未
来
が
輝
い
て
い

く
よ
う
に
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
多
く
の
人
に
支
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
、簡
潔
明
瞭
で
分
か
り
や
す
く
、

親
し
み
や
す
い
こ
と
が
、
選
考
の
決
め

手
と
な
り
ま
し
た
。
採
用
者
を
、
令
和

７
年
６
月
に
計
画
し
て
い
る
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
招
待
し
、
表
彰
と

記
念
品
の
贈
呈
を
行
う
予
定
で
す
。
採

用
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
・

順
不
同
）。

池
田
壮
志
（
大
島
町
）▽
四
方
優
糸

（
白
道
路
町
）▽
山
室
な
な
み（
上
杉
町
）

▽
四
方
惠
仁
志
（
鷹
栖
町
）▽
西
村
慎

平
（
位
田
町
）▽
岡
田
彩
加
（
青
野
町
）

▽
古
池
慶
子
（
同
）▽
西
村
由
記
（
西

原
町
）▽
大
槻
千
代
（
駅
前
通
り
）。
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オープンに向けて、整備が進んでいます

空気で膨らますトランポリンも設置

まちなかに新たな憩いの場

名称「あやパーク」に決定
市が並松町の旧市民センター跡地に整備している新都市公園の名称が「あやパーク」に決定。公園は令
和７年６月オープン予定です。園内には平和のモニュメントも設置。まちなかに新たな憩いの場が誕生し
ます。
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来年春オープン

平和のモニュメント

腕や肩の
ストレッチが
できる健康遊具

来

新都市公園

　市は来年、世界連邦都市宣言第１号自治体として、平和の大切
さを発信する新たなシンボルとなるよう「平和のモニュメント」
を公園内に設置します。モニュメントの概要は次のとおりです。
•藤山（寺山）山頂の「平和の鐘」と紫水ヶ丘公園の「平和塔」
を結ぶ位置に整備する遊歩道に設置。
•平和への祈りと「世界はひとつ」という理念の継承をデザイ
ンに取り入れている。直径３㍍、高さ３㍍の空間の中央には地
球を模した球体を設置。
•鏡面の球体には「自分の心」と「周りに広がる世界」を映し、
過去から現在、そして未来に向けて平和を祈る場としている。
•上部のデザインは世界連邦マークで、先人の取り組みに敬意
を表し、イベント時には鐘を鳴らし平和を祈る。

ベンチの上にはパーゴラ（日陰棚）を取り付け障害の有無に関わらず遊べる
「インクルーシブ遊具」を２基整備
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防犯意識を高め対策を
身近に迫る闇バイト

　近年は、闇バイト（犯罪実行者募集情報）による強盗や特殊詐欺の被害が増加。また、
手口が巧妙化・凶悪化しています。防犯意識を高めるとともに、対策を強化し、犯罪に巻
き込まれないようにしましょう。

違
法
な
ア
ル
バ
イ
ト
に
注
意

最
近
、
若
者
を
中
心
に
「
闇
バ
イ
ト
」

と
呼
ば
れ
る
違
法
な
ア
ル
バ
イ
ト
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
闇
バ
イ
ト
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
な
ど
で

「
短
時
間
で
高
額
収
入
が
得
ら
れ
る
」

な
ど
甘
い
言
葉
を
並
べ
募
集
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ア
ル
バ

イ
ト
に
応
募
し
て
し
ま
う
と
、
特
殊
詐

欺
の
受
け
子
や
出
し
子
、
さ
ら
に
は
強

盗
と
い
っ
た
犯
罪
組
織
の
一
員
と
し
て

関
与
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

一
度
手
を
出
し
て
し
ま
う
と
、
応
募

時
に
送
っ
た
身
分
証
明
書
を
使
っ
て

「
家
に
行
く
」「
家
族
に
危
害
を
加
え
る
」

と
脅
さ
れ
、
自
分
の
意
思
で
や
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
人
生
を
棒

に
振
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
絶
対
に
闇

バ
イ
ト
に
は
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

不
安
な
と
き
は
相
談
を

闇
バ
イ
ト
に
手
を
出
さ
な
い
た
め
に

は
「
裏
バ
イ
ト
」「
高
額
」「
即
日
即
金
」

な
ど
の
募
集
情
報
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
楽
に
大
金
を
稼
げ
る
ア
ル

バ
イ
ト
へ
の
応
募
に
は
十
分
気
を
付

け
、
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
も
し
「
闇
バ
イ
ト
か
ら
抜
け
出
せ

な
い
」「
犯
罪
組
織
か
ら
脅
さ
れ
て
い

る
」「
闇
バ
イ
ト
に
応
募
し
て
し
ま
っ

た
」
と
い
っ
た
不
安
や
悩
み
が
あ
る
場

合
は
▽
警
察
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
♯
９
１
１

０
▽
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
☎
０
７
５（
５
５

１
）７
５
０
０
▽
綾
部
警
察
署
☎（
43
）

０
１
１
０
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

11月29日、ＪＲ綾部駅で、ハンドプレートを掲げ、
交通事故防止・犯罪被害防止を呼び掛けました

　アルバイトに関する甘い話は
存在しません。目先の言葉にだ
まされないよう、十分に注意し
ましょう。
　闇バイトは他人事ではありま
せん。周りの人に「闇バイトは
ダメ！」といった声掛けをぜひ
お願いします。

闇バイトには関わらないで

綾部警察署　生活安全課
課長　大井能行さん

よしゆき

にも注意！
　年末年始は、暖房機器や火気を
使用する機会が増加。空気が乾燥
し、火災が増える時期でもありま
す。火災を防ぐため４つの習慣を
心掛けましょう。

１寝たばこは
絶対にしない 2ストーブの周りに燃えやすいものを

置かない

3コンロを使うときは、火のそばを
離れない

4コンセントはほこりを清掃し、
不必要なプラグは
抜く

年末年

火
年始は年

災

休
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休
休
休
休

休
※１＝家庭用ごみの持ち込みのみ受け付け　※２＝バス待合室は使用可能　※３＝施設の使用は可能　※４＝19:00閉館（受け付けは18:30まで）

市　　　役　　　所

クリーンセンター

斎　　　　　　　　場

あやべ・日東精工アリーナ（市民センター）
あ や っ こ ひ ろ ば
図　　　書　　　館
天　　　文　　　館
資　　　料　　　館
あ い セ ン タ ー
上林いきいきセンター
保健福祉センター
市　　立　　病　　院
あやべ健康プラザ
観　光　案　内　所
あ や べ 特 産 館
あ　や　べ　温　泉

26
木

27
金

28
土

29
日

12月 1月
30
月

2
木

31
火

1
水・祝

4
土

3
金

5
日

6
月

7
火

施設名

※3休 ※3休

休 ※3

休
休
休

休
※2休

　救急のみ対応休
休休

開
開

開 開※4開 ※4開

休

開

開開

開 開
開開

開 開

休 開

開
開
開

開
開 開

28日は16：30まで開

開
開

開
開

開開 　待合室のみ開
開 開休

休

休

※1
開

※1
開休 休

一部業務は8:30～17:00、日直が受け付け。水道は緊急時に対応休
年末特別収集あり
（本紙11月号参照）

開

開
葬儀・火葬のみ
開 　 利用予約のみ

13：00～17：00受け付け
休 開

開 休 開

開

開 開

開

年
末
年
始
の
催
し

１月１日（水・祝）午前７時～
上野町の藤山（寺山）山頂でボーイス

カウト綾部第２団らが国旗と市旗、世界
連邦旗を掲揚。市民憲章の唱和や「平和
の鐘」の打ち初めなども行われます。

年
末
年
始
の
主
な
催
し
と
各
施
設
の
休
館
・
休
業
日
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

元旦寺山山頂国旗掲揚式

ＦＭいかる

１月12日(日)午後１時～
　市は里町の中丹文化会館で、綾部市二
十歳の集いを開催します。ご家族も入場
できます。
※詳細は本紙お知らせ版参照

令和７年綾部市二十歳の集い１月12日(日)午前９時～
(パレードは午前10時ごろ～)
　式典の後、青野町のあやべグンゼス
クエア付近からパレードが出発。由良
川花庭園で儀式放水を行います。
※詳細は本紙お知らせ版参照

消防出初式

12月28日（土）午前９時～午後７時
　昭和元年から令和６年までの99年間
に合わせて99曲を放送。放送する楽曲
は、ＡＩが選んだ200曲から皆さんの投
票で決定します。

あなたが選ぶＦＭいかるベスト99
～次世代に伝えたい昭和・平成・令和の名曲～

4日は18:00まで開
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我
が
国
の
人
口
減
少
が
著
し
い
。
２

０
０
４
年
を
ピ
ー
ク
（
１
億
２
７
８
４

万
人
）
に
、
国
の
予
測
で
は
２
０
５
０

年
に
は
１
億
人
を
割
り
、
２
１
０
０
年

に
は
５
千
万
人
を
切
る
勢
い
で
減
少
す

る
と
い
う
。
ま
さ
に
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
の
よ
う
な
急
降
下
で
明
治
維
新
時

の
３
千
万
人
台
に
近
づ
い
て
い
く
。
１

０
０
年
後
に
は
１
５
０
年
前
に
逆
戻
り

す
る
だ
け
と
の
見
方
も
で
き
よ
う
が
、

維
新
時
の
高
齢
化
率
は
４
％
で
、
こ
れ

か
ら
迎
え
る
高
齢
化
率
40
％
の
時
代
と

は
年
齢
構
成
が
大
き
く
異
な
る
。
労
働

力
不
足
や
社
会
保
障
が
懸
念
さ
れ
る
所

以
で
あ
る
。
こ
の
予
測
は
精
緻
な
天
気

予
報
よ
り
も
当
た
る
と
い
わ
れ
、
ま
っ

と
う
な
為
政
者
な
ら
こ
の
〝
不
都
合
な

真
実
〞
か
ら
眼
を
逸
ら
す
こ
と
な
く
国

づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
に
勤
む
し
か
な

い
。
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た
だ
し
こ
の
現
象
は
日
本
だ
け
で
な

く
、
中
国
や
韓
国
、
台
湾
な
ど
東
ア
ジ

ア
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
短
期
間
に
急

速
に
発
展
し
て
世
界
を
驚
か
せ
て
き
た

「
東
ア
ジ
ア
の
奇
跡
」
の
反
動
が
起
き

て
い
る
と
も
い
え
る
。
対
策
に
妙
案
は

な
い
が
、
子
育
て
支
援
や
定
住
促
進
に

努
め
て
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
鈍
ら

せ
る
「
緩
和
策
」
と
、
人
口
減
少
社
会

に
あ
っ
て
も
医
療
や
福
祉
、
公
共
交
通

な
ど
基
本
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
持
続

す
る
「
適
応
策
」
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
い
わ
ゆ
る
〝
賢
く
縮
む
〞
こ
と
が

肝
要
と
考
え
る
。
本
市
は
昨
年
、
人
口

戦
略
会
議
が
発
表
す
る
消
滅
可
能
性
自

治
体
リ
ス
ト
か
ら
外
れ
た
が
、
一
喜
一

憂
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
２
つ
の
施
策

を
車
の
両
輪
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

劇
作
家
平
田
オ
リ
ザ
氏
は
著
書
の
中

で
、
こ
の
国
の
新
し
い
形
を
「
下
り
坂

を
そ
ろ
そ
ろ
と
下
っ
て
い
く
」
と
表
現

し
て
い
る
。
司
馬
遼
太
郎
著
『
坂
の
上

の
雲
』
を
逆
説
的
に
引
用
し
た
も
の
で

あ
り
、
味
読
し
た
。
曰
く
「
正
岡
子
規

や
秋
山
兄
弟
が
見
た
、
坂
の
上
の
白
い

雲
と
は
異
な
る
が
、
下
り
坂
の
先
に
見

え
る
夕
焼
け
雲
に
も
味
わ
い
が
あ
る
。

夕
暮
れ
の
寂
し
さ
に
歯
を
食
い
し
ば
り

な
が
ら
、
明
日
も
晴
れ
か
と
呟
き
こ
の

坂
を
下
り
て
い
こ
う
」―

。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

賢
く
縮
む

そ

い
そ
し

つ
ぶ
や

え
ん

ゆ
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住
民
全
員
参
加
で
地
域
活
性
化

７
世
帯
11
人
が
暮
ら
す
中
上
林
地
区

で
最
小
の
集
落
、
瀬
尾
谷
。
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
〝
黒
ウ
リ
〞
を
活
用

し
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

水
源
の
里
の
指
定
を
受
け
た
の
は
平

成
24
年
。
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
、
集
落

で
親
し
ま
れ
て
い
た
黒
ウ
リ
の
漬
物

「
瀬
尾
谷
粕
漬
」
の
加
工
・
販
売
を
し

て
い
ま
す
。
瀬
尾
谷
で
は
、
住
民
全
員

参
加
型
で
の
活
動
を
展
開
。
作
業
の
日

程
調
整
や
内
容
な
ど
は
、
全
員
で
意
思

決
定
を
し
て
い
ま
す
。高
齢
化
が
進
み
、

活
動
人
数
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
昨

年
、
京
都
市
内
か
ら
の
Ｉ
タ
ー
ン
で
１

世
帯
が
転
入
。
新
た
に
４
人
の
住
民
が

加
わ
り
、
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
林
小
学
校
の
１
、
２
年
生

が
地
域
の
こ
と
を
学
ぶ
「
ふ
る
さ
と
学

習
」
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。
礒
井
進

代
表
は「
今
後
の
課
題
は
販
路
の
拡
大
。

た
く
さ
ん
の
人
に
瀬
尾
谷
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
た
い―

」
と
、
展
望
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

私
た
ち
の
心
の
ふ
る

さ
と
、
あ
や
べ
水
源
の

里
。
そ
の
活
動
を
順
に

紹
介
し
な
が
ら
、
集
落

の
〝
元
気
の
ヒ
ミ
ツ
〞

や
日
々
を
楽
し
く
暮
ら

す
コ
ツ
を
探
り
ま
す
。

水
源
の
里
・

瀬
尾
谷作業の休憩時間にはお茶を飲みながら会話をし、交

流を深めます

「瀬尾谷粕漬」は歯ごたえと柔らかさの絶妙な
バランスが特長。あやべ特産館などで販売して
います

7

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

前に動かしながら、指先を緩やかに開く
（花のつぼみがゆっくりと開く様子）

手のひらを上に向けて、すべて
の指をすぼめる

今
月
の
手
話

令
和

つながろう

手話
で

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
考
え
る
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講演では、自身が作詞作曲した歌
も披露

　綾部藩や九鬼氏に関係する資料のほか、江戸時代の綾部市
内に存在した山家藩や藤懸領に関連した展示も行います。

＜問い合わせ＞ 
　社会教育課  ☎(42)4328
資料館（土・日曜日の連絡先） ☎(43)1366

あのころにタイムスリップ
―今年20歳を迎える皆さんの
　　　　　   卒業当時をふりかえろう―

期　間：令和７年１月10日(金)
　　　　　　　　　～ 28日(火)
　　　　※月曜日は休館
時　間：午前９時～午後５時
場　所：資料館（里町）

　思い出がいっぱい詰まった校舎の写真や使ってい
た机や教科書が資料館に集合！平成29年（小学校
卒業時）や令和２年（中学校卒業時）に流行したも
のをパネル展示します。

１月12日(日)の
「二十歳の集い」

当日は、
記念撮影スポット

あり！

つ
な
が
り
の
積
み
重
ね
が
大
切

綾
部
市
人
権
教
育
推
進
連
絡
協
議
会

は
11
月
９
日
、
里
町
の
府
中
丹
文
化
会

館
で
全
綾
部
市
人
権
教
育
研
究
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

講
師
の
遊
人
さ
ん
は
学
生
時
代
、
周

囲
に
被
差
別
部
落
出
身
で
あ
る
こ
と
を

告
げ
て
も
差
別
を
受
け
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
差
別
は
昔
の
こ
と
、

他
人
ご
と
と
し
て
捉
え
て
い
ま
し
た

が
、
25
歳
の
と
き
に
知
人
が
結
婚
差
別

を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
部
落

差
別
が
今
も
残
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
ま
し
た
。

差
別
解
消
の
た
め
に
活
動
を
続
け
る

中
で
、
人
と
人
と
の
橋
渡
し
を
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
。「
僕
が
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
し
た

と
き
友
人
は
『
そ
れ
が
ど
う
し
た
ん
。

遊
人
は
遊
人
や
ん
』
と
言
っ
て
、
僕
自

身
を
見
て
く
れ
た
。『
ど
う
伝
え
る
か
』

よ
り
『
ど
う
接
す
る
か
』
が
大
事
。
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
で
、
部
落
差
別
自
体
が
お
か
し

い
と
気
が
付
く
き
っ
か
け
に
な
る
」と
、

自
身
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
話
し
ま
し

た
。ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
価
値
観
を
広

げ
る
た
め
、
地
域
の
中
学
生
と
１
泊
２

日
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。「
子
ど
も
が
大
人
と
の
交
流
を
通

じ
て
『
人
を
敬
う
』『
人
を
知
る
』
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

輪
が
広
が
っ
て
い
け
ば
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
な
く
し
て
い
け
る
」
と
訴
え
ま
し

た
。

全
綾
部
市
人
権
教
育
研
究
集
会

「
私
と
部
落
」

応
援
歌
特
化
型
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

遊
人
さ
ん



88

月の子育て行事１ ★は要予約

子育てねっと

相談・教室など

①育児相談

②助産師相談

③ぷくぷくひろば

④産後ママのリフレッシュケア

⑤里山エリアはぐくみ事業

行 事 名 対　象 日　時
生後４カ月～就学前の乳幼児と保護者

妊婦、産後のママ（里帰り中も可）、その家族

妊婦、生後６カ月までの乳児と産婦、その家族

おおむね生後１～６カ月の乳児と産婦

３～６歳（就学前）の幼児と保護者

１月８、15、22、29日(水)9:00～正午

１月14日(火)9:30～正午
（前後する場合があります）

１月19日(日)10:00～11:00
内容：ミュージックケア

１月７日(火)午前

＜申し込み・問い合わせ＞
　こども支援課  ☎(42)0020  F(42)5488  　 kodomoshien@city.ayabe.lg.jp

１月17日(金)10:00～14:30 

場所：①②③保健福祉センター（青野町）、④あやべ温泉二王館（睦寄町）、⑤宮代児童センター（宮代町）

あやっこひろば（あやテラス内） ☎(45)6377  F(45)8825

おやこde体操（リズム体操）
CoCoぷらす講座（ミュージック・ケア）
CoCoひろば（はいはいレース＋）

２歳～小学２年生の子と保護者（15組） 

未就学の子と保護者

1月4、18日(土)
1月10日(金)
1月22日(水)

10:30～11:00

10:30～11:30

時 間 予約
★
★

日 程対 象イベント

みにみにひろば（なかすじ児童センター） ☎(44)1022  F(45)8825

free day
おしょうがつあそび
12、1月のおたんじょう会
えほんの日      

未就学の子と保護者

1月7日(火)
1月14日(火)
1月21日(火)
1月28日(火)

時 間 予約

★

日 程対 象イベント

10:30～正午

にこにこひろば（物部児童館） ☎(49)1195  F(45)8825

太鼓で遊ぼう
1月お誕生会＆おたのしみ 未就学の子と保護者

1月20日(月)
1月27日(月)

時 間 予約日 程対 象イベント

10:30～正午

のびのびひろば（宮代児童センター） ☎(42)9845  F(45)8825

トンネルなど遊具遊び
節分グッズの制作
鬼さんと遊ぼう     

未就学の子と保護者 10:30～正午
1月16日(木)
1月23日(木)
1月30日(木)

時 間 予約日 程対 象イベント

※内容が変更になる場合があります。

広報あやべ　　　　　　 2024.129

あやちゃん健康だより ＜問い合わせ＞
　保健推進課
　☎(42)0111 F(42)5488

広報あやべ　　　　　　 2024.12

レディース検診はお済みですか？
↓詳細・集団検診の
申し込みはこちらから

　令和７年３月３日(月)に乳がん検診、子宮がん検診のみの集団検診を実施します。
　締め切りは、令和７年１月24日(金)。定員に限りがありますので、早めに予約
してください。託児を希望する人は、予約時に申し込んでください。
　個別検診は令和７年１月31日(金)までです。

対象者には、６月末に受診券（は
がき）を送付しています。紛失
された場合は再発行しますので、
保健推進課へご連絡ください。

歯周疾患検診に行こう ～無料で受けられます！！～
対 象 者　今年度末の年齢が20歳、
　　　　　30歳、40歳、50歳、60歳の人

実施期間　令和７年３月31日(月)まで

費　　用　無料

詳細はこちら↓

あやちゃん健康ポイントの
交換・応募は来年１月末まで！

詳細はこちら→

　検診や運動などの健康づくりでためた
「あやちゃん健康ポイント」の賞品交換・
抽選応募の期限は、令和７年１月31日（金）
午後５時（必着）です。
　先着順の賞品もありますので、早めに申
し込んでください。

　市内の自治会やサークル、企業などが企画・開
催する「健康づくり」を目的とした集会や教室に、
健康運動指導者（水夢のインストラクター）を派
遣。皆さんの健康づくりを応援します。

内　　容　親子体操、健康体操など
　　　　　対象者に合わせて指導し
　　　　　ます。
派 遣 料　無料 （営利目的は対象外）
指導時間　１時間程度
利用回数　１団体につき年３回まで

健康運動指導者派遣事業をご利用ください！

詳細はこちら↓

健康ひろばに参加しませんか？
　「血糖値とおやつの上手な付き合い方」をテーマに、皆さんの健康づくりのための教室を開催し
ます。

市内在住の人。
年齢は問いません。

対　　象

先着15人定　　員

健診結果、検査結果等持 ち 物

事前に保健推進課へ申し込み

日　　程 場　　　所時　　　間

１月20日(月)

２月３日(月)

基幹集落センター（鷹栖町）
保健福祉センター（青野町）
農業振興センター（多田町）
保健福祉センター（青野町）

９：30～11：00
13：30～15：00
９：30～11：00
13：30～15：00



請
期
間
は
、
令
和
７
年
２
月
３
日

（
月
）〜
17
日（
月
）。
市
外
業
者
／

２
年
ご
と
の
申
請
の
た
め
、
今
回

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
７
６

出
張
が
ん
個
別
相
談

府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
が
ん
に
関
わ
る
出
張
相

談
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
令
和
７
年
１
月
16
日

（
木
）。
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
。

場
所
／
府
中
丹
東
保
健
所
（
舞
鶴

市
）。
相
談
員
／
保
健
師
か
看
護

師
。
相
談
料
／
無
料
。
申
し
込
み

／
前
日
の
16
時
ま
で
に
同
セ
ン

タ
ー
へ
。
そ
の
他
／
月
〜
金
曜
日

の
９
時
〜
正
午
と
13
時
〜
16
時
、

電
話
や
対
面
に
よ
る
相
談
も
行
っ

て
い
ま
す
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）。

問
同
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

日
頃
の
悩
み
な
ど
を
相
談
し

ま
せ
ん
か

綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は
、

心
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き

る
よ
う
に
「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

す
る
家
族
相
談
会
」
を
開
催
し
ま

カ
月
か
ら
就
学
前
の
保
育
園
、
認

定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
に
通
園
し

て
い
な
い
児
童
。
里
帰
り
出
産
の

た
め
に
本
市
に
滞
在
す
る
児
童
も

利
用
で
き
ま
す
。
実
施
園
／
せ
ん

だ
ん
苑
こ
ど
も
園
、
せ
ん
だ
ん
苑

南
こ
ど
も
園
、
綾
部
ひ
ま
わ
り
共

同
保
育
園
、
中
筋
幼
児
園
、
吉
美

こ
ど
も
園
、
豊
里
幼
児
園
、
物
部

保
育
園
、
綾
東
こ
ど
も
園
。
事
前

登
録
／
市
役
所
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、子
育
て
支
援
課
へ
。

令
和
７
年
度
分
は
令
和
７
年
２
月

３
日（
月
）か
ら
随
時
受
け
付
け
ま

す
。
保
育
料
／
別
途
申
請
し
「
保

育
の
必
要
性
」
の
認
定
を
受
け
た

場
合
に
無
償
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
同
課

　
☎（
42
）７
６
２
４

F（
42
）８
９
５
３

建
設
工
事
等
指
名
登
録
申
し
込
み

市
が
令
和
７
年
度
に
発
注
す
る

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
な
ど
の
入
札
に
参

加
を
希
望
す
る
業
者
は
、
監
理
課

へ
申
請
書
を
郵
送
等
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

市
内
業
者
／
令
和
７
年
度
分
の
申

和
７
年
１
月
14
日（
火
）ま
で
の
早

期
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
提

出
先
／
同
機
構
。

問
同
機
構
事
務
局
業
務
課
償
却
資

　
産
担
当

　
☎
０
７
５（
４
１
４
）４
５
０
３

普
通
救
命
講
習

市
消
防
本
部
は
、
第
３
回
普
通

救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。
受
講

は
無
料
で
す
。

日
時
／
令
和
７
年
２
月
15
日（
土
）

13
時
〜
16
時
。
場
所
／
消
防
署

（
味
方
町
）。
内
容
／
成
人
に
対
す

る
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
異
物

除
去
法
。
申
し
込
み
／
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
令
和

７
年
２
月
14
日（
金
）ま
で
に
フ
ァ

ク
ス
か
持
参
で
同
本
部
へ
。

問
同
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

令
和
７
年
度
一時
預
か
り
事
業

市
は
、
保
護
者
が
勤
務
や
疾
病

等
で
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と
な

る
場
合
に
利
用
で
き
る
「
一
時
預

か
り
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。

対
象
児
童
／
市
内
在
住
の
生
後
10

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

綾
部
市
で
ド
ラ
マ
撮
影

市
内
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
ド
ラ

マ
「
ア
リ
ス
さ
ん
ち
の
囲
炉
裏
端
」

が
、
１
月
７
日
か
ら
Ｂ
Ｓ‐
Ｔ
Ｂ

Ｓ
な
ど
で
順
次
放
送
・
配
信
さ
れ

ま
す
。
主
演
は
、
俳
優
で
モ
デ
ル

の
馬
場
ふ
み
か
さ
ん
。
詳
し
く
は
、

ド
ラ
マ
公
式
サ

イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
観
光
交
流
課
☎（
42
）４
２
７
３

償
却
資
産
申
告
（
固
定
資
産
）

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産

所
有
状
況
を
、
１
月
31
日
ま
で
に

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
前
年
度
に
申
告
し
た
人
に
は
、

京
都
地
方
税
機
構
か
ら
12
月
上
旬

に
申
告
書
や
申
告
案
内
は
が
き
等

を
郵
送
し
ま
す
。
申
告
書
用
紙
等

は
、
市
税
務
課
と
同
機
構
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
期
限
／
令
和
７
年
１
月
31
日

（
金
）。
提
出
期
限
間
近
に
な
る
と

大
変
混
雑
し
ま
す
。
な
る
べ
く
令

10

お間違えなく  市立病院☎（43）0123
Inform

ation
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

広報あやべ　　　　　　 2024.12

公式サイトは
こちら↓

＝メール

す
。
同
じ
立
場
の
家
族
や
府
こ
こ

ろ
の
健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害

者
の
い
る
家
族
が
持
つ
日
頃
の
悩

み
な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
令
和
７
年
１
月
21
日（
火
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
。
場
所
／

あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第

２
会
議
室
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西

町
三
丁
目
）。
対
象
／
市
内
在
住

の
人
。

問
同
会
会
長
　
永
井
智
子

　
☎
０
８
０（
１
４
５
８
）８
７
５
９

　
障
害
者
支
援
課

　
☎（
42
）４
３
１
８

F（
42
）８
９
５
３

京
都
府
耳
の
こ
と
フ
ェ
ス
タ

　
府
は
「
第
６
回
京
都
府
耳
の
こ

と
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
不
要
、入
場
無
料
で
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
令
和
７
年
２
月
１
日（
土
）

10
時
30
分
〜
15
時
。
場
所
／
南
丹

市
八
木
市
民
セ
ン
タ
ー
「
ｉ
ス
タ

や
ぎ
」（
南
丹
市
）。
内
容
／
「
難

聴
医
療
の
こ
れ
か
ら
〜
病
院
と
し

て
の
取
り
組
み
〜
」
と
題
し
た
講

演
や
聴
覚
障
害
支
援
機
器
の
体

験
、
登
録
、
展
示
な
ど
。
参
加
費

／
無
料
。

問
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
告

　
市
は
、
本
紙
「
広
報
あ
や
べ
・

ね
っ
と
」
に
掲
載
す
る
広
告
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
バ
ナ

ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

仕
様
／
広
報
紙
＝
１
枠
縦
４
・
５

㌢
、
横
６
㌢
。
12
枠
程
度
。
バ
ナ

ー
＝
１
枠
縦
60
ピ
ク
セ
ル
、
横
１

８
３
ピ
ク
セ
ル
。
32
㌔
バ
イ
ト
以

内
で
ｇ
ｉ
ｆ
形
式
（
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
不
可
）。
期
間
／
広
報
紙
＝

令
和
７
年
４
月
号
か
ら
６
カ
月
契

約
と
１
年
契
約
。
バ
ナ
ー
＝
令
和

７
年
４
月
１
日
か
ら
６
カ
月
契
約

と
１
年
契
約
。
費
用
／
６
カ
月
契

約
＝
３
万
円
。
１
年
契
約
＝
６
万

円
。
広
報
紙
は
、
デ
ザ
イ
ン
料
も

費
用
に
含
み
ま
す
。
申
し
込
み
／

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

令
和
７
年
２
月
28
日（
金
）ま
で
に

秘
書
広
報
課
へ
。
申
込
書
は
市
役

所
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
０
５

F（
42
）４
９
０
５

　
　hisyokoho@

city.ayabe.
lg.jp

　
☎
０
７
７
４（
30
）９
０
０
０

F
０
７
７
４（
55
）７
７
０
８

　
　kikoe-shien@

kyoto-cho
gen.or.jp

医
療
従
事
者
は
届
け
出
を

本
年
は
、
医
療
従
事
者
の
資
格

を
有
す
る
人
の
届
け
出
の
年
で
す
。

こ
の
届
け
出
は
、
法
令
に
よ
り
医

療
従
事
者
が
２
年
に
１
回
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当

者
は
期
限
ま
で
に
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

対
象
／
資
格
を
有
す
る
す
べ
て
の

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
。
12

月
31
日
現
在
、
府
内
で
働
い
て
い

る
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科

技
工
士
。
提
出
期
限
／
令
和
７
年

１
月
15
日（
水
）。
提
出
方
法
／
①

医
療
機
関
で
働
い
て
い
る
人
＝
勤

務
先
が
取
り
ま
と
め
、
医
療
従
事

者
届
出
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
提
出
。

②
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
回
答
が
難
し

い
人
＝
届
出
票
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
住
所
地
か
就
業
地
の
最
寄

り
の
保
健
所
に
郵
送
か
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問
府
中
丹
東
保
健
所

☎
０
７
７
３（
75
）０
８
０
５

F
０
７
７
３（
76
）７
７
４
６

【記事の見方】 ☎＝電話　F＝ファクス
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京
都
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

令
和
７
年
度
入
校
生
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
科
／
生
産
機
械
技
術
科
、
電

子
情
報
技
術
科
。
試
験
日
／
令
和

７
年
２
月
６
日（
木
）。
場
所
／
京

都
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

（
舞
鶴
市
）。
受
付
期
間
／
12
月
19

日（
木
）〜
令
和
７
年
１
月
24
日

（
金
）。試
験
内
容
／
筆
記
試
験（
数

学
Ⅰ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英

語
Ⅰ
）。

問
同
校

　
☎
０
７
７
３（
75
）７
６
０
９

12
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
０
７
２
人
（
男
１

４
４
０
８
、
女
１
５
６
６
４
）。
世

帯
数
は
１
３
７
９
５
世
帯
で
す
。

　
同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

９
件
（
建
物
７
件
）
で
す
。

11
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご

み
は
３
６
２
㌧
（
前
年
比
６
・
０

㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理
す
る

ご
み
は
87
㌧
（
同
13
・
７
㌫
減
）

で
し
た
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量

広報あやべ　　　　　　 2024.12



糖
尿
病
教
室

■日
１
月
15
日（
水
）■時
14
時
〜
15
時

■場
市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

定
員
50
人

■問
市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

F（
42
）７
８
７
０

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日
１
月
22
日（
水
）■時
９
時
30
分
〜
正
午

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
20
人
。
参

加
費
５
０
０
円

■申
■問
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
ぁ
談
義

■日
１
月
28
日（
火
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時

■場
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
日
々
（
西

町
二
丁
目
）

※

実
費
必
要

■問
社
会
福
祉
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

大
本
七
草
粥

■日
１
月
９
日（
木
）■時
11
時
〜

■場
大
本
本
部
白
梅
殿
（
本
宮
町
）

■問
大
本
本
部
☎（
42
）０
１
８
７

あ
や
べ
初
え
び
す
大
祭

■日
１
月
９
日（
木
）＝
宵
え
び
す

■時
正
午
〜
21
時

■日
１
月
10
日（
金
）＝
本
え
び
す

■時
９
時
〜
16
時

■場
綾
部
恵
比
須
神
社
（
並
松
町
）

■問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

第
38
回
中
丹
文
化
芸
術
祭

舞
の
つ
ど
い
〜
彩
あ
ざ
や
か
に

舞
姿
〜

■日
１
月
18
日（
土
）■時
13
時
30
分
〜

■場
中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

※

入
場
料
５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

■問
中
丹
文
化
事
業
団
☎（
42
）７
７
０
５

F（
42
）７
７
８
３

初
天
神

■日
１
月
25
日（
土
）■時
10
時
〜

■場
綾
部
天
満
宮
（
天
神
町
）

■問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

第
10
回
中
丹
文
化
交
流
フ
ェ
ス
タ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ア
〜
奏
で

る

つ
な
が
る

響
き
合
う
〜

■日
１
月
25
日（
土
）■時
13
時
30
分
〜

■場
中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

※

入
場
料
５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

■問
中
丹
文
化
事
業
団
☎（
42
）７
７
０
５

F（
42
）７
７
８
３

第
73
回
四
都
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会

冬
季
大
会

■日
１
月
26
日（
日
）■時
９
時
30
分
〜

■場
万
場
ス
キ
ー
場（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

■問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎（
42
）４
３
５
６

愛
宕
山
火
ま
つ
り

■日
１
月
26
日（
日
）■時
10
時
〜

■場
坂
本
神
社
（
田
野
町
）

■問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

不
動
明
王
大
祭

■日
１
月
26
日（
日
）■時
10
時
〜

■場
正
暦
寺
（
寺
町
）

■問
正
暦
寺
☎（
42
）０
９
８
０

女
性
相
談
（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
）

■日
１
月
７
日（
火
）、
15
日（
水
）

■時
13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

各
日
定
員
３
人
、
１
人
50
分

■申
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

F（
42
）２
０
３
０

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日
１
月
８
、
15
日（
水
）

■時
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場
８
日
＝
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会

議
室
、
15
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

交
通
事
故
相
談

■日
１
月
９
、
23
日（
木
）

■時
９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場
福
知
山
総
合
庁
舎
（
福
知
山
市
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

空
き
家
相
談
会

■日
１
月
９
日（
木
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
１
月
６
日（
月
）ま
で

■申
■問
定
住
・
地
域
政
策
課

☎（
42
）４
２
７
０

北
部
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
巡
回
相
談

■日
１
月
10
日（
金
）■時
10
時
〜
16
時

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488
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講
座
・
教
室

相

談

催
し
な
ど

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
１
〜
２
月
上
旬
〉

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

広報あやべ　　　　　　 2024.12

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申
■問
府
ひ
と
り
親
家
庭
北
部
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
☎（
23
）２
７
７
１

人
権
相
談

■日
１
月
10
日（
金
）■時
13
時
〜
15
時

■場
市
役
所
西
庁
舎
、
物
部
会
館
（
物

部
町
）、
上
林
い
き
い
き
セ
ン
タ

ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
会
場
は
２
日
前
ま
で

に
申
し
込
み
必
要

■申
■問
人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
就
職
相
談

■日
１
月
14
、
28
日（
火
）

■時
９
時
〜
17
時

■場
市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
１
５
F（
22
）３
８
１
６

調
停
相
談

■日
１
月
15
日（
水
）■時
９
時
〜
正
午

■場
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日
１
月
15
日（
水
）

■時
９
時
30
分
〜
10
時
30
分
、
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

各
時
間
定
員
２
人

■申
■問
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日
１
月
15
日（
水
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問
税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日
１
月
16
日（
木
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
１
階
会
議
室

※

内
容
は
求
職
登
録
や
職
業
紹
介
な
ど

■問
商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

法
律
相
談

■日
１
月
16
日（
木
）■時
13
時
〜
17
時

■場
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
１
月
９
日（
木
）８
時

30
分
〜
。
先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

■日
１
月
17
日（
金
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
７
８
F（
22
）３
８
１
６

男
性
の
た
め
の
相
談（
電
話
相
談
）

■日
１
月
17
日（
金
）■時
18
時
〜
20
時

■申
■問
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
F（
42
）２
０
３
０

行
政
相
談

■日
１
月
20
日（
月
）■時
13
時
〜
15
時

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日
１
月
22
日（
水
）■時
13
時
〜
15
時

■場
福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

償
還
・
生
活
相
談

■日
１
月
31
日（
金
）■時
13
時
〜
15
時

■場
福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

※

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
を
借
入
し
た
人

対
象

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日
２
月
４
日（
火
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所

※

申
し
込
み
は
１
月
28
日（
火
）〜

31
日（
金
）

■申
■問
商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日
１
月
５
日（
日
）■時
９
時
〜
17
時

■場
上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日
１
月
５
、
19
日（
日
）■時
９
時
〜
18
時

■場
西
町
一
丁
目
☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日
１
月
９
、
16
、
23
、
30
日（
木
）

■時
19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
・
年
金
関
係
の
届
出
、

各
種
証
明
書
の
発
行

■問
市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

（
42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問
会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

11
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
図
書
館
に
》

日
本
政
策
金
融
公
庫

図
書
31
冊

《
地
域
振
興
基
金
に
》

出
口
紅
（
亀
岡
市
）
１
０
０
万
円

綾
部
建
設
業
協
会

50
万
円

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

安
村
水
穂
子
（
上
延
町
）
10
万
円

前
田
道
子
（
寺
町
）

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
）

３
千
円

《
子
育
て
基
金
に
》

38
同
級
会

６
４
０
０
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

６
０
４
件
１
５
６
２
万
８
５
０
０
円

【記事の見方】 ■日＝日程  ■時＝時間  ■場＝場所  ■申＝申し込み必要  ■問＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）
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　豊里地区自治会連合会（髙倉正明会長）は11月17日、栗
町の豊里コミュニティセンターで「TOYOSATOフェスティ
バル」を初めて開催しました。髙倉会長は開会式で「これ
まで、地域の人たちを孤独にさせない地域活動を行ってき
ました。この新しい取り組みが、若い世代から高齢世代ま
で幅広いつながりを得る機会になることを願っています」
とあいさつ。太鼓演奏や豊里中学校生徒有志による合唱が
オープニングを盛り上げました。会場では、高さ３㍍の段
ボール作品の展示やフリーマーケット、地域の中学生によ
る缶バッジづくりのワークショップ、府立農業大学校の新
鮮野菜の販売など多彩な催しを実施。また、同時開催の豊
里地区文化祭には、園児や児童、生徒の絵画などのほか、
地域住民の力作が展示され、訪れた人は熱心に見入ってい
ました。

TOYOSATOフェスティバルを初開催

　市は、第６次綾部市総合計画後期基本計画およびこども計画
の策定に当たり、11月28日に岡町の府立綾部高等学校四尾山
キャンパスで、意見交換会を開催しました。交換会には、同校
の２年生62人のほか、包括連携協定を締結している福知山公
立大学の学生や市市民憲章推進協議会の会員が参加。次代を担
う高校生が将来の夢や希望などについて、活発に意見を交わし
ました。参加者の貴重な意見を参考に、計画の策定を進めます。

計画策定に向け綾高生と意見交換

　市は11月24日、青野町のものづくり交流
館で「重症心身障害児者とコミュニケーショ
ンを学ぶ講演会」を開きました。府立与謝の
海支援学校の篠原勇教諭が「重い障害のある
子どもたちの環境設定と可能性」と題して講
演。ブランコやボウリングなど、多くの人が
子どものころに経験していることを重度障害

の子どもたち
も経験できる
よう、環境を
整えることの
大切さを訴え
ました。

多様な障害とコミュニケーション
の在り方を学ぶ

　綾部国際交流協会（相根稔代表）は11月23日、
鍛治屋町の里山交流研修センターで在住外国人と
の交流会を催しました。フィリピンやベトナム、
アメリカ出身者などのほか、日本人の親子連れや
同協会会員ら約70人が参加。餅つきやおにぎり作
り、抹茶のたて方などの日本文化を通じて交流を
深めました。

綾部で暮らす外国人と交流
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　市消防本部は、「あやべＡＥＤマップ」に掲載
された119の施設に、プライバシーを保護するた
めの三角巾と使用方法を記載したリーフレット
を配布。11月22日には、塩見幸作消防長があや
テラス（青野町）を訪問し、施設管理者に手渡
しました。
　全国的にＡＥＤを使用した救命事例が増える一方で、傷病
者へのプライバシー配慮から使用をためらってしまったとい
う例もあります。今回の取り組みにより、その不安を解消し、
今後より多くの人が不安なくＡＥＤを使用できるよう環境を
整えます。

ＡＥＤ使用への不安解消へ
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　市と市小学校体育連盟などは11月24日、上杉町の
市総合運動公園を発着点に第40回綾部市民駅伝競走
大会・第34回綾部市小学生駅伝競走大会を開催。89
チーム423人が、健脚を競い合いました。
　また今年は、第40回大会を記念し、会場にキッチ
ンカーが出店。出場選手らをもてなしました。

寒空の下、健脚競う

　11月23日から12月25日まで、青野町のあやべグン
ゼスクエアで「綾部夢（ドリム）ライト2024」（同実
行委員会主催）を開催。初日には、点灯式とオープ
ニングイベントが行われ、多くの来園者でにぎわい
ました。訪れた子どもたちは「シェフになりたい」「プ

レゼントがいっぱいもらえま
すように」など、願い事を書
いた飾りを会場のクリスマス
ツリーに飾り付け。先着100
人に、綾部高等学校由良川
キャンパスの生徒からクッ
キーが贈られました。また、
ミニコンサートも行われ、観
客は巧みな演奏に魅了されま
した。

冬を彩るイルミネーション




